
合 唱 巴 品 有 ( N G N N 有 ) 品 温 二 回

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

本
事
業
の
目
的
達
成
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
、
他
の
集
金
方
法
に
係
る
費
用
と
の
比
較
・
検
証
、
他
の
方
法
へ
の

変
更
の
勧
奨
等
に
つ
い
て
担
当
課
に
ヒ
ア
リ
ン
ク
ゃ
を
行
っ
た
。

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

事
業
の
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

②
 
事
業
の
概
要

事
業
が
想
定
す
る
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
目
標
・
将
来
像

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

町
内
会
を
単
位
と
し
た
国
民
健
康
保
険
納
付
組
合

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
将
来
像
計
画
期
間
内
外
を
問
わ
ず
、
主
と
し
て
町
会
を
単
位
と
し
た
納
付
組
合

活
動
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
を
確
保
す
る
こ
と
、
ま
た
当
該

事
業
か
ら
交
付
を
受
け
る
奨
励
金
が
地
域
活
動
の
原
資
と
し
て
活
用

さ
れ
、
住
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と

減 8 4 N 羽 E q N

(3
)
監
査
結
果

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

財
務
事
務
は
、
適
正
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
意
見
は
な
い
。

当
該
事
業
は
、
概
ね
町
内
会
を
単
位
と
し
た
保
険
区
の
納
付
義
務
者
で
組
織
さ
れ
た
納
付
組
合
に
対
し
、
国
民
健

康
保
険
料
の
納
付
件
数
及
び
納
期
限
内
の
納
付
額
に
応
じ
て
「
金
沢
市
国
民
健
康
保
険
料
納
付
奨
励
規
定
(
昭
和
52

年
4
月
l
日
告
示
)J
に
基
づ
い
て
奨
励
金
を
交
付
す
る
。
(
納
付
件
数
l
件
に
つ
き
50
円
、
納
期
限
内
の
納
付
額
に

対
し
て
1.
5
7
%
)

闘争 う省 卦

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

他
の
集
金
方
法
に
係
る
費
用
と
の
比
較
・
検
証
、
滞
納
へ
の
対
応
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
令
和
2
年
度
に
事
業

の
見
直
し
(
期
限
後
納
付
に
対
す
る
奨
励
金
廃
止
)
が
実
施
さ
れ
た
。
医
療
保
険
課
に
よ
る
と
、
個
人
へ
納
付
資
料

を
郵
送
す
る
よ
り
、
納
付
組
合
へ
郵
送
す
る
ほ
う
が
、
僅
か
だ
が
コ
ス
ト
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
高
齢
者
に
と
っ
て

は
利
便
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
他
の
納
付
方
法
へ
の
移
行
奨
励
は
行
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
へ
の
移
行
な
ど
か
ら
、
組
合
員
数
の
減
少
、
納
付
組
合
の
解
散
等
の
実
状
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
納
付
組
合
の
状

況
を
注
視
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
当
該
事
業
は
昭
和
29
年
に
開
始
し
た
も
の
で
あ
り
、
効
率
性
に
欠
い
て
い
る
と

の
見
方
も
あ
る
が
、
現
に
利
便
性
が
あ
り
、
コ
ス
ト
的
に
も
優
位
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
現
状
に
対
し
て
特
に
意

見
は
な
い
。
今
後
も
納
付
組
合
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
事
業
内
容
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
4
月
に
4
月
・
5
月
分
の
保
険
料
を
通
知
す
る
。
現
年
度
の
市
民
税
賦
課
が
決
定
前
で
あ
る

た
め
、
前
年
度
の
市
民
税
賦
課
資
料
を
算
定
基
礎
と
し
、
暫
定
分
と
し
て
通
知
し
て
い
る
。

6
月
に

6
月
~
3
月
分

の
保
険
料
を
通
知
す
る
。
こ
れ
は
現
年
度
の
市
民
税
賦
課
が
決
定
し
て
い
る
た
め
、
現
年
度
の
市
民
税
賦
課
資
料
を

算
定
基
礎
と
し
、
本
算
定
分
と
し
て
通
知
し
て
い
る
。

な
お
、
合
計
所
得
金
額
な
ど
市
民
税
の
賦
課
資
料
を
国
保
料
の
算
定
基
礎
と
し
て
い
る
。
5
月
に
前
年
度
下
期
分

納
付
奨
励
金
を
I
I
月
に
現
年
度
上
期
分
納
付
奨
励
金
を
支
払
う
。

bラ 期
③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

当
該
事
業
は
、
計
画
上
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
環
境
を
整
え
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
へ
の
支
援
.JJ
(
福
祉
分
野
)

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
担
当
は
、
福
祉
健
康
局
医
療
保
険
課
で
あ
る
。

計
画
期
間
内
外
を
間
わ
ず
、
主
と
し
て
町
会
を
単
位
と
し
た
納
付
組
合
活
動
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
を

確
保
す
る
こ
と
、
ま
た
当
該
事
業
か
ら
交
付
を
受
け
る
奨
励
金
が
地
域
活
動
の
原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
、
住
民
の
地

域
活
動
へ
の
参
加
促
進
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
金
沢
市
国
民
健
康
保
険
料
納
付
奨
励
規
定
(
昭

和
52
年
4
月
l
日
告
示
)
J
を
定
め
、
そ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

過
去
5
年
間
の
当
初
予
算
、
実
績
件
数
、
実
績
金
額

当
初
予
算

決
算

金
額
(
千
円
)

契
約
件
数

金
額
(
千
円
)

平
成
28
年
度

2，
30
0 

78
組
合

2，
36
1 

平
成
29
年
度

1， 
80
0 

64
組
合

2，
03
9 

平
成
30
年
度

1，
50
0 

53
組
合

1，
73
9 

令
和
元
年
度

1，
50
0 

43
組
合

1，
59
0 

令平
日
2
年
度

1， 
30
0 

39
組
合

1， 
44
5 

③
 

医
療
保
険
課
は
、
以
下
の
と
お
り
事
業
の
成
果
指
標
と
成
果
及
び
事
業
が
抱
え
る
課
題
を
認
識
し
て
い
る
。

成
果
指
標
と
成
果
|
納
期
限
内
納
付
率
1
0
0
%
の
状
態
で
組
合
数
が
増
加
す
る
こ
と

課
題

|
納
付
環
境
の
多
様
化
に
よ
り
納
付
組
合
(
員
)
が
年
々
減
少
す
る
な
ど
、
事
業
効
果
が
薄
れ

て
き
て
い
る
こ
と

奨
励
金
の
予
算
は
、
組
合
数
の
減
少
と
と
も
に
、
逓
減
し
て
い
る
。

(2
)
監
査
手
続

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

奨
励
金
が
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
手
続
書
類
の
確
認
を
行
っ
た
。
確
認
し
た
書
類
は
、
支
出
負

担
行
為
伺
書
、
上
期
・
下
期
町
会
納
付
状
況
の
集
計
表
で
あ
る
。

成
果
指
標
・
課
題
と
も
妥
当
な
も
の
で
あ
り
、
上
記
①
・
②
を
考
慮
し
て
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と

判
断
し
た
。
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合 唱 巴 品 有 ( N G N N 有 ) 品 温 二 回

当
初
予
算

決
算

金
額
(
千
円
)

灯
数

金
額
(
千
円
)

平
成
28
年
度

12
5.
7
12
 

40
.3
43
 

12
9.
05
9 

平
成
29
年
度

12
5.
71
2 

40
.8
04
 

12
3.
05
3 

平
成
30
年
度

10
9.
81
2 

4
1， 
87
7 

12
1， 
70
3 

令
手
口
元
年
度

89
.7
80
 

40
.8
72
 

76
.7
77
 

令
和
2
年
度

83
.3
80
 

4
1.
10
9 

78
.3
20
 

参
考
に
医
療
保
険
課
の
事
業
評
価
指
標
を
示
す
。

[
目
標
値
]
納
期
内
納
付
率
1
0
0
%
 
金
額
の
単
位
は
千
円

組
合
数

納
期
内
納
付
額

納
期
内
納
付
率

平
成
28
年
度

78
 

13
6
.
19
1 

99
.3
6%
 

平
成
29
年
度

64
 

11
8.
15
1 

98
.9
1%
 

平
成
30
年
度

53
 

10
1，
42
8 

99
.9
3%
 

令
和
元
年
度

43
 

93
.3
62
 

99
.9
9%
 

令
和
2
年
度

39
 

85
.2
46
 

99
.9
0%
 

減 8 4 N 羽 E q N 闘争 う省 卦

(
 1
 )
監
査
手
続

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

担
当
課
で
あ
る
危
機
管
理
課
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
(
事
業
の
概
括
的
な
説
明
資
料
の
こ
と
)
を
入
手
し
、
説

明
を
受
け
た
後
、
記
載
内
容
及
び
事
業
に
関
連
す
る
事
項
を
質
問
し
、
回
答
の
正
確
性
を
資
料
入
手
し
た
上
で
検
証

し
た
。
入
手
し
た
資
料
は
、
金
沢
市
L
E
D
防
犯
灯
の
案
内
、
金
沢
市
公
衆
街
路
灯
電
気
料
金
及
び
修
繕
費
補
助
交

付
要
綱
等
で
あ
る
。

財
務
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
担
当
課
で
あ
る
危
機
管
理
課
へ
の
質
問
及
び
関
連
す
る
帳
簿
、
証
拠
資
料
、
関
連

文
書
の
閲
覧
を
実
施
し
た
。
閲
覧
し
た
資
料
は
、
補
助
金
交
付
申
請
書
、
補
助
金
交
付
決
定
額
確
定
通
知
書
、
決
裁

伺
書
、
送
信
結
果
シ
ー
ト
、
公
衆
街
路
灯
電
気
料
金
補
助
金
整
理
台
帳
等
で
あ
る
。

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
状
況
を
確
認
し
、
申
請
手
続
き
か
ら
交
付
ま
で
の
流
れ
が
効
果
的
・
効
率
的
で
あ
る
か
検
証
す

る。

28
 
公
衆
街
路
灯
電
気
料
金
等
支
援
事
業

(
 1
 )
概
要

①
 
事
業
の
目
的

当
該
事
業
の
目
的
は
、
夜
間
に
お
け
る
犯
罪
の
防
止
と
市
民
の
通
行
の
安
全
を
図
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
会
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
街
路
灯
の
設
置
や
街
路
灯
の
電
気
料
及
び
修
繕
費

の
補
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

4
込

bラ 期
③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

事
業
の
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

②
 
事
業
の
概
要

事
業
が
想
定
す
る
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
目
標
・
将
来
像

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

l街
路
灯
を
設
置
す
る
1
，
2
94
団
体
(
令
和
2
年
度
時
点
)

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
将
来
像
|
街
路
灯
の
電
気
料
の
補
助
、
防
犯
灯
の
設
置
撤
去
を
継
続
す
る
こ
と

で
、
必
要
な
防
犯
灯
を
選
別
し
、
各
地
区
で
の
必
要
な
防
犯
を
継
続
す

る
こ
と

(3
)
監
査
結
果

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

財
務
事
務
は
、
適
正
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
意
見
は
な
い
。

た
だ
し
、
金
沢
市
公
衆
街
路
灯
電
気
料
及
び
修
繕
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
第
4
条
第
3
項
の
修
繕
費
に
係
る
補
助

金
の
記
載
は
、
『
街
路
灯
の
修
繕
費
に
係
る
補
助
金
の
額
は
、
街
路
灯
の
電
気
料
金
の
合
計
額
を
2.
80
0
円
で
除
し

て
得
た
数
を
5
で
除
し
て
得
た
数
に
1
，
25
0
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
』
と
複
雑
で
あ
る
。

担
当
課
に
根
拠
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
l
本
あ
た
り
の
電
気
代
を
ベ
ー
ス
に
修
繕
が
必
要
な
本
数
平
均
と
水
銀
灯

の
電
気
代
を
乗
す
る
こ
と
で
電
気
代
換
算
に
し
て
、
修
繕
費
を
算
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
実
質
的
な
修
繕

補
助
費
用
は
、
対
象
街
路
灯
電
気
代
の
10
.4
1
6
%
と
な
る
。
ま
た
、
現
在
修
繕
対
象
と
な
る
街
路
灯
は
水
銀
灯
だ
け

で
あ
り
、
他
の
街
路
灯
は
10
年
間
E
S
C
O
事
業
に
よ
り
町
会
の
負
担
が
な
く
修
繕
さ
れ
る
た
め
、
水
銀
灯
の
修

繕
の
み
が
町
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
想
定
と
な
っ
て
い
る
。

当
該
事
業
は
、
約
1
，
30
0
団
体
を
対
象
に
、
使
用
し
て
い
る
街
路
灯
(
定
額
灯
、
従
量
灯
)
に
つ
い
て
、
前
年
度

実
績
を
ベ
ー
ス
に
電
気
代
の
8
0
%
及
び
修
繕
費
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
衆
街
路
灯
の
増
設
、
撤
去
数
を
も
と

に
予
算
を
要
求
し
て
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
5
月
に
事
務
補
助
派
遣
、
委
託
契
約
、
6
月
に
対
象
団
体
に
対
し
、
電
気
料
補
助
に
案
内

申
請
書
等
の
送
付
、
9
月
に
一
旦
締
め
切
り
、
10
月
に
未
提
出
団
体
へ
の
催
告
文
書
の
送
付
、
12
月
に
未
提
出
団

体
へ
の
催
告
文
書
の
送
付
、
翌
年
2
月
に
最
終
通
告
と
な
っ
て
い
る
。

8
6
 

③
 
過
去
5
年
間
の
当
初
予
算
、
実
績
件
数
、
実
績
金
額

令
和
元
年
度
か
ら
の
減
少
は
、
街
路
灯
の
L
E
D
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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合 唱 巴 品 有 ( N G N N 有 ) 品 温 二 回

交
付
団
体
数

補
助
金
額

平
成
29
年
度

1，
27
1
団
体
(4
0
，7
76
灯
)

12
3
，0
53
，8
42
円

平
成
30
年
度

1，
27
3
団
体
(4
1，
87
7
灯
)

12
1，
70
2
，8
03
円

令
和
元
年
度

1， 
27
9
団
体
(4
0
，8
34
灯
)

76
，7
77
，
11
8
円

令
和
2
年
度

1， 
26
9
団
体
(4
0
，8
96
灯
)

76
，3
26
，3
86
円

一
方
で
、
修
繕
費
に
つ
い
て
内
容
を
把
握
し
て
い
る
担
当
課
は
約
1
0
%
で
あ
る
と
把
握
で
き
る
が
、
申
請
す
る
側

は
修
繕
の
費
用
計
算
時
に
修
繕
費
を
入
れ
込
む
際
に
、
複
雑
な
計
算
式
を
そ
の
都
度
使
用
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ

に
利
便
性
が
あ
る
と
は
言
え
ず
、
例
え
ば
l
件
あ
た
り
単
価
基
準
を
示
す
等
、
簡
単
に
判
断
で
き
る
状
態
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

[意
見
]

公
衆
街
路
灯
電
気
料
金
等
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
修
繕
料
の
積
算
根
拠
が
申
請
者
に
と
っ
て
複
雑
で
分
か
り
に
く

い
こ
と
か
ら
、
1
件
あ
た
り
の
単
価
基
準
を
示
す
よ
う
な
形
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

減 8 4 N 羽 E q N

29
 
消
防
団
ポ
ン
プ
車
等
購
入
支
援
事
業

(
 1
 )
概
要

①
 
事
業
の
目
的

当
該
事
業
の
目
的
は
、
地
域
住
民
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
消
防
団
が
災
害
現
場
で
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
消
防
ポ

ン
プ
車
等
の
更
新
を
支
援
し
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
活
動
の
継
続
的
発
展
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

闘争 う省

②
 
事
業
の
概
況

事
業
が
想
定
す
る
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
目
標
・
将
来
像

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

|
各
消
防
団
(3
団
本
部
、
49
分
団
)

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
将
来
像
I
r自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
砥
念
の
も
と
、
消

防
団
が
中
核
と
な
っ
て
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
消
防
団
を
支
援
す
る
こ
と

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

補
助
申
請
す
る
商
店
街
、
団
体
、
町
会
は
毎
年
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
、
申
請
内
容
も
変
更
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
申

請
金
額
も
大
幅
な
変
更
が
想
定
で
き
な
い
点
か
ら
、
当
該
事
業
の
事
務
業
務
は
電
子
化
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

危
機
管
理
課
で
は
、
当
該
事
業
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
、
『
例
年
申
請
を
忘
れ
る
団
体
が
あ
り
、
催
促
を
し
て
も
申

請
が
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
確
実
に
申
請
を
受
け
る
た
め
の
周
知
が
必
要
。』
と
の
認
識
し
て
い
る
。
実
際
に

未
提
出
団
体
へ
の
催
告
を
年
3
回
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
対
処
方
法
は
、
周
知
の
徹
底
で
は
な
く
、
手
続
の

簡
略
化
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
分
野
に
こ
そ
電
子
化
を
導
入
す
る
機
会
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
危
機

管
理
課
で
は
令
和
3
年
度
中
に
電
子
申
請
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
し
進

め
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

卦 期bラ
当
該
事
業
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
、
消
防
指
揮
車
及
び
人
員
機
材
搬
送
車
の
更
新
に
対
す
る
補
助
制
度
で
あ
る
。
購

入
し
た
車
両
は
、
各
消
防
団
か
ら
市
へ
寄
付
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
任
意
保
険
、
自
動
車
重
量
税
、
自

賠
責
保
険
を
市
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

当
該
事
業
は
、
計
画
上
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
環
境
を
整
え
る

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
へ
の
支
援

~
(
安
全
・
安
心

分
野
)
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
担
当
は
、
危
機
管
理
課
で
あ
る
。

街
路
灯
の
電
気
料
の
補
助
、
防
犯
灯
の
設
置
・
撤
去
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
防
犯
灯
を
選
別
し
、
各
地
区

で
の
必
要
な
防
犯
を
継
続
す
る
た
め
に
、
金
沢
市
公
衆
街
路
灯
電
気
料
金
及
び
修
繕
費
補
助
交
付
要
綱
を
定
め
、
こ

の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

③
 
過
去
5
年
間
の
当
初
予
算
、
実
績
件
数
、
実
績
金
額

当
初
予
算
ど
お
り
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

当
初
予
算

決
算

金
額
(
千
円
)

件
数

金
額
(
千
円
)

平
成
28
年
度

83
，6
80
 

10
 

83
，6
80
 

平
成
29
年
度

11
0，
73
0 

13
 

11
0，
73
0 

平
成
30
年
度

83
，8
60
 

10
 

83
，8
60
 

令
和
元
年
度

56
，8
70
 

7
 

55
，8
40
 

令
和
2
年
度

3，
74
0 

3，
55
0 

以
下
の
と
お
り
事
業
の
成
果
指
標
と
成
果
及
び
事
業
が
抱
え
る
課
題
を
認
識
し
て
い
る
。

成
果
指
標
と
成
果
街
路
灯
を
所
有
す
る
全
て
の
団
体
か
ら
補
助
申
請
を
受
け
る
こ
と
で
、
夜
間
に
お
け
る
犯

罪
の
防
止
と
市
民
の
通
行
の
安
全
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

課
題

街
路
灯
を
所
有
す
る
団
体
で
は
必
ず
費
用
負
担
が
発
生
し
て
い
る
が
、
例
年
申
請
を
忘
れ

る
団
体
が
あ
り
、
催
促
を
し
て
も
申
請
が
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
確
実
に
申
請
を
受
け

る
た
め
の
周
知
が
必
要

危
機
管
理
課
は

(2
)
監
査
手
続

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

担
当
課
で
あ
る
消
防
総
務
課
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
(
事
業
の
概
括
的
な
説
明
資
料
の
こ
と
)
を
入
手
し
、
説

88
 

成
果
指
標
・課
題
と
も
妥
当
で
あ
り
、
上
記
任
渇
を
考
慮
し
、
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

87
 

参
考
に
危
機
管
理
課
の
事
業
の
評
価
指
標
を
示
す
。

補
助
の
交
付
実
績
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消
防
総
務
課
は
、
以
下
の
と
お
り
事
業
の
成
果
指
標
と
成
果
及
び
事
業
が
抱
え
る
課
題
を
認
識
し
て
い
る
。

成
果
指
標
と
成
果
補
助
要
望
の
あ
っ
た
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
等
が
更
新
さ
れ
、
万
全
の
体
制
で
火
災
防
御
等

の
現
場
活
動
が
な
さ
れ
る
。

課
題

車
両
本
体
価
格
、
蟻
装
費
の
上
昇
に
よ
る
購
入
価
格
と
補
助
金
額
の
議
離
対
応
及
び
地
元

負
担
の
軽
減

※
現
状
、
補
助
基
準
額
及
び
補
助
率
の
見
直
し
を
随
時
行
っ
て
お
り
、
対
応
で
き
て
い
る
。

明
を
受
け
た
後
、
記
載
内
容
及
び
事
業
に
関
連
す
る
事
項
を
質
問
し
、
回
答
の
正
確
性
を
資
料
入
手
し
た
上
で
検
証

し
た
。
入
手
し
た
資
料
は
、
重
要
物
品
台
帳
、
消
防
施
設
に
対
す
る
補
助
取
扱
要
領
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
(
分
団
)

の
更
新
基
準
の
改
正
に
つ
い
て
(
通
知
)
等
で
あ
る
。

財
務
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
担
当
課
で
あ
る
消
防
総
務
課
へ
の
質
問
及
び
関
連
す
る
帳
簿
、
証
拠
資
料
、
関
連

文
書
の
閲
覧
を
実
施
し
た
。
閲
覧
し
た
資
料
は
、
消
防
施
設
に
対
す
る
補
助
要
望
書
、
確
認
書
、
見
積
書
、
消
防
団

関
係
施
設
補
助
要
望
集
計
表
、
決
裁
伺
書
(
補
助
金
の
確
定
)
等
で
あ
る
。

減 8 4 N 羽 E q N

成
果
指
標
・課
題
と
も
妥
当
で
あ
り
、
上
記
①
②
を
考
慮
し
、
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
状
況
を
確
認
し
、
申
請
手
続
き
か
ら
交
付
ま
で
の
流
れ
で
効
果
的
・
効
率
的
で
あ
る
か
検
証
す

る
。

闘争 卦 bラ 期う省

要
望
件
数

実
績

ポ
ン
プ
車
/
救
急
車
ポ
ン
プ
車
/
救
急
車

更
新
率

搬
送
車

搬
送
車

平
成
28
年
度

5
/
5
 

5
/
5
 
10
0
%
/
10
0
%
 

平
成
29
年
度

7
/
6
 

7
/
6
 
10
0
%
/
10
0
%
 

平
成
30
年
度

5
/
5
 

5
/
5
 
10
0
%
/
10
0
%
 

令
手
口
元
年
度

3
/
4
 

3
/
4
 
10
0
%
/
10
0
%
 

令
和
2
年
度

一
/
1

一
/
1

一
/
1
0
0
%

30
 
木
造
建
築
物
密
集
地
域
防
災
対
策
支
援
事
業

(
1
)
概
要

①
 
事
業
の
目
的

当
該
事
業
の
目
的
は
、
木
造
建
築
物
密
集
地
域
等
へ
の
共
同
消
火
器
の
設
置
の
推
進
や
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
初
期
消

火
訓
練
を
実
施
し
、
大
規
模
火
災
へ
の
拡
大
防
止
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
よ
る
防
災
力
の
向
上
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

②
 
事
業
の
概
況

事
業
が
想
定
す
る
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
目
標
・
将
来
像

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

|
木
造
建
築
物
密
集
地
域
が
あ
る
町
会
(
特
別
消
防
対
策
区
域
30
区
域

の
15
3
町
会
)

対
象
地
域
の
町
会
が
共
同
で
消
火
器
を
設
置
し
、
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
で
地
域
共
助
に
よ
り
地
域
の
防
火
上
の
リ
ス
ク
軽
減
を
図
る
こ
と

当
該
事
業
は
、
補
助
対
象
消
火
器
を
購
入
し
た
町
会
に
対
し
て
、
購
入
費
の
3
分
の
2
に
相
当
す
る
額
を
、
消
火

器
l
基
当
り
2
万
円
を
上
限
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
概
ね
10
世
帯
に
つ
き
l
基
の
割
合
で
配
置
す
る
。

参
考
に
消
防
総
務
課
の
事
業
の
評
価
指
標
を
示
す
。

[
目
標
値
]
補
助
要
望
に
あ
っ
た
ポ
ン
プ
車
等
の
更
新
10
0
%
 

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

事
業
の
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

(3
)
監
査
結
果

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

財
務
事
務
は
、
適
正
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
意
見
は
な
い
。

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
が
な
い
と
仮
定
す
る
と
、
申
請
か
ら
寄
附
の
確
認
ま
で
業
務
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
効
率
化
を
図
る
余
地
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
前
年
度
10
月
頃
に
各
消
防
団
か
ら
市
に
対
し
て
「
要
望
書
」
の
提
出
が
あ
り
、
市
は
予
算
措

置
を
講
じ
、
各
消
防
団
が
車
両
等
を
購
入
す
る
前
に
、
事
業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
実
施
設
計
書
を
添
え
た
「
補

助
金
交
付
申
請
書
」
を
市
に
提
出
す
る
。
市
は
こ
の
申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
審
査
後
、
交
付
決
定
と
な
っ
た
場

合
に
、
「
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
」
を
各
消
防
団
に
提
示
す
る
。
各
消
防
団
は
、
車
両
等
を
購
入
後
15
日
以
内
に

「
補
助
事
業
実
績
報
告
書
」
を
市
に
提
出
し
、
内
容
の
審
査
を
受
け
る
。
市
は
審
査
後
、
「
補
助
金
交
付
確
定
通
知

書
」
を
各
消
防
団
に
送
付
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
。
各
消
防
団
は
、
購
入
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
、
消
防
指
揮
車
及

び
人
員
資
機
材
搬
送
車
の
「
寄
附
申
込
書
」
を
市
に
提
出
し
、
市
は
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
各
消
防
団
に
「
寄
附

受
入
書
」
と
「
受
領
書
」
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
備
品
登
録
、
財
産
登
録
す
る
。

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像

9
0
 

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

当
該
事
業
は
、
計
画
上
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
環
境
を
整
え
る

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
へ
の
支
援
~
(
安
全
・
安
心

分
野
)
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
担
当
は
、
消
防
局
消
防
総
務
課
で
あ
る
。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
消
防
団
が
中
核
と
な
っ
て
地
域
防
災
力
を
高

め
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
消
防
団
を
支
援
す
る
た
め
、
消
防
施
設
の
補
助
取
扱
要
領
を
定
め
、
そ
の
ル
ー

ル
に
基
づ
き
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

8
9
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対
象
地
域
の
町
会
が
共
同
で
消
火
器
を
設
置
し
、
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
地
域
共
助
に
よ
り
地
域
の
防
火
上
の

リ
ス
ク
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
金
沢
市
木
造
建
築
物
密
集
地
域
に
お
け
る
消
火
器
購
入
費
補
助
金
交
付
要
綱
を
定
め
、

そ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

決
算

金
額
(
千
円
)

当
初
予
算
、
実
績
件
数
、
実
繍
金
額

l
 
当
初
予
算

金
額
(
千
円
)

2.
80
0 

3.
20
0 

③
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予
防
諜
は
、
以
下
の
と
お
り
事
業
の
成
果
指
標
と
成
果
及
び
事
業
が
抱
え
る
課
題
を
認
識
し
て
い
る

成
果
指
標
と
成
果
特
別
消
防
対
策
区
域
内
の
町
会
が
、
共
同
で
消
火
器
を
設
置
し
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
初
期
消
火

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
醸
成
さ
れ
防
災
力
の
向
上
が
図
ら
れ

る。

課
題

町
会
に
よ
っ
て
は
、
消
火
器
の
設
置
場
所
及
び
盗
難
等
の
懸
念
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ま
ち

ぐ
る
み
の
初
期
消
火
訓
練
を
実
施
し
に
く
い
状
況

2.
46
0 

95
7 

37
 7
 

町
会
数

令
和
元
年
度

令
和
2
年
度

事
業
は
令
手
口
元
年
か
ら
開
始
し
た
。

令
和
3
年
ま
で
に
す
べ
て
の
対
象
町
会
に
消
火
器
を
設
置
し
、
消
火
訓
練
を
実
施
す
る
と
明
示
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
成
果
指
標
・
課
題
と
も
妥
当
で
あ
り
、
上
記
①
②
を
考
慮
し
、
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し

た。

闘争 う省 卦

目
標

実
績

延
べ
町
会
数

延
べ
町
会
数

達
成
率

令
和
元
年
度

40
 

37
 

9
2
.
5
%
 

令
和
2
年
度

85
 

44
 

5
1. 
8
%
 

令
和
3
年
度

13
0 
一一
一一
一「

J
一一
一-
--

参
考
に
予
防
課
の
事
業
の
評
価
指
標
を
示
す
。

[
目
標
値
]
令
和
3
年
ま
で
対
象
に
10
0
%

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

消
火
器
を
設
置
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
の
か
質
問
す
る
。

ー l 品 吋 | |

bラ 期

(
2
 )
監
査
手
続

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

担
当
課
で
あ
る
予
防
課
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
(
事
業
の
概
括
的
な
説
明
資
料
の
こ
と
)
を
入
手
し
、
説
明
を

受
け
た
後
、
記
載
内
容
及
び
事
業
に
関
連
す
る
事
項
を
質
問
し
、
回
答
の
正
確
性
を
確
認
す
る
た
め
資
料
を
入
手
し

た
上
で
検
証
し
た
。
入
手
し
た
資
料
は
、
金
沢
市
木
造
建
築
物
密
集
地
域
に
お
け
る
消
火
器
購
入
費
補
助
金
交
付
要

綱
、
特
別
消
火
対
策
区
域
図
等
で
あ
る
。

財
務
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
担
当
課
で
あ
る
予
防
課
へ
の
質
問
及
び
関
連
す
る
帳
簿
、
証
拠
資
料
、
関
連
文
書

の
閲
覧
を
実
施
し
た
。
閲
覧
し
た
資
料
は
、
出
荷
案
内
書
、
見
積
書
、
契
約
執
行
伺
書
、
支
出
負
担
行
為
伺
書
(
物

品
)
、
消
火
体
験
装
置
仕
様
書
、
決
裁
伺
(
補
助
金
の
確
定
に
つ
い
て
)
、
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
、
補
助
金
確
定

通
知
書
、
補
助
事
業
完
了
確
認
調
書
、
補
助
実
績
報
告
書
(
収
支
計
算
書
、
請
求
書
(
写
)
、
消
火
器
設
置
場
所
及
び

図
面
、
消
火
器
設
置
完
了
写
真
、
領
収
書
(
写
)
等
で
あ
る
。

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

事
業
の
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

(3
)
監
査
結
果

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

財
務
事
務
は
、
適
正
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
意
見
は
な
い
。

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

補
助
金
交
付
要
綱
の
第
3
条
第
3
項
で
は
、
「
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
町
会
は
、
消
火
器
を
用
い
て

消
火
訓
練
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
消
火
訓
練
の
際
に
は
、
消
防
職
員
が
立
会
、
実
施
し
た
記

録
を
残
す
よ
う
に
町
会
に
指
導
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
効
果
的
な
事
業
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

92
 

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

当
該
事
業
は
、
計
画
上
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
環
境
を
整
え
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
へ
の
支
援
~
(
安
全
・
安
心

分
野
)
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
担
当
は
、
消
防
局
予
防
課
で
あ
る
。
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31
 
古
紙
回
収
助
成
金
交
付
事
業

(
 1
 )
概
要

①
 
事
業
の
目
的

当
該
事
業
の
目
的
は
、
将
来
に
わ
た
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
地
域
循
環
型
の
安
定
し
た
古
紙
リ
サ
イ

ク
ル
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
古
紙
価
格
の
低
迷
や
再
生
で
き
な
い
古
紙
の
混
入
に
対
す
る
分
別
作
業
等
で
、
近

年
負
担
が
増
加
し
て
い
る
古
紙
回
収
業
者
の
古
紙
回
収
に
係
る
経
費
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

減 8 4 N 羽 E q N

②
 
事
業
の
概
要

事
業
が
想
定
す
る
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
目
標
・
将
来
像

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

|
古
紙
の
集
団
回
収
を
実
施
し
て
い
る
登
録
団
体

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
将
来
像
|
古
紙
の
集
団
回
収
に
よ
っ
て
、
関
わ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を

図
り
、
関
わ
る
子
供
た
ち
の
環
境
教
育
の
場
を
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
ご
み
の
資
源
化
の
推
進
を
行
う
こ
と

闘争

当
該
事
業
は
、
地
域
循
環
型
の
古
紙
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
金
沢
市
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
協
議
会
に
属
す
る
回
収
業
者
に
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
2
年
度
の
補
助
単
価
は
、
新
聞
:
2
円
/
k
g
、
雑
誌

う省 卦 期

令
和
2
年
度

事
業
は
令
和
2
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

(2
)
監
査
手
続

①
財
務
事
務
の
適
正
性

財
務
事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
検
証
す
る
た
め
、
補
助
金
交
付
申
請
書
、
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
、
補

助
事
業
変
更
承
認
申
請
書
、
補
助
金
変
更
交
付
決
定
通
知
書
、
補
助
事
業
実
績
報
告
書
、
補
助
金
確
定
通
知
書
、
決

裁
伺
書
を
確
認
し
た
。

bラ

8
円
/
k
g
、
段
ボ
ー
ル
:
3
円
/
k
g

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
年
度
当
初
に
、
(
一
社
)
金
沢
市
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
と
協
議
の
上
、
補
助
単
価
を

決
定
し
、
半
期
ご
と
に
回
収
量
に
応
じ
て
、
「
金
沢
市
古
紙
集
団
回
収
推
進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
、
補

助
金
を
交
付
す
る
。
4
月
に
上
半
期
補
助
申
請
書
を
受
領
し
、
9
月
に
上
半
期
実
績
報
告
書
を
受
領
の
上
、
上
半
期

補
助
金
を
支
払
う
。
10
月
に
下
半
期
補
助
申
請
書
を
受
領
し
、
翌
年
3
月
に
下
半
期
実
績
報
告
書
を
受
領
の
上
、
下

半
期
補
助
金
を
支
払
う
。

③
 

特
別
消
防
対
策
区
域
名
称
/
町
会
名

特
別
消
防
対
策
区
域
名
称
/
町
会
名

-
消
火
器
本
数

-
消
火
器
本
数

増
泉
1
丁
目
/
増
泉
中
央
町
会
・
3
16
 
瓢
箪
町
/
岩
根
町
下
一
部
町
会
3
 

2
 
野
町
2
丁
目
/
石
坂
西
新
会
・
6

17
 
瓢
箪
町
、
笠
市
町
/
堀
川
間
ノ
町
町
会
・
5

/
古
餌
指
町
町
会
2
 

3
 
野
町
1
丁
目
/
野
町
中
央
会
4
 
18
 
主
計
町
/
橋
場
振
興
会
3
 

4
 
寺
町
4
丁
目
/
茶
畠
友
好
会
・
3

19
 
東
山
1
丁
目
/
御
歩
町
親
和
会
・
2

/
寺
町
4
丁
目
協
和
会
・
6

/
御
歩
町
金
歩
会
・
6

5
 
幸
町
/
中
川
除
町
む
つ
み
会
・
6

20
 
東
山
2
丁
目

/
幸
町
菊
川
2
丁
目
新
一
会
・
6

6
 
菊
川
2
丁
目
/
早
友
会
・
4

2
1
 
山
の
上
町
/
山
の
上
町
5
丁
目
会
・
16

/
東
山
町
会
・
12

7
 
石
引
2
丁
目
(
1
)
/
鷹
匠
3
 
22
 
森
山
l
丁
目
/
中
通
り
町
会
4
 

/
横
町
町
会
・
3

/
井
波
町
町
会
2
 

/
七
曲
り
町
会
・
l

/
森
山
2
、
3
番
丁
町
会
・
4

/
上
山
の
上
町
町
会
・
5

8
 
石
引
2
丁
目
(
2
)
/
大
和
会
・
4
23
 
東
山
3
丁
目
/
馬
場
一
番
丁
隆
会
・
8

9
 
石
引
2
丁
目
(
3
)

24
 
小
橋
町
/
浅
野
町
上
組
町
会
5
 

/
浅
野
町
下
組
町
会
・
5

10
 
扇
町
(
天
神
町
2
)
/
旭
柿
会
・
6
25
 
昌
永
町
/
下
浅
野
町
町
会
・
8

11 
横
山
町
、
暁
町

26
 
金
石
西
地
区
(
1
)
/
上
本
町
町
内
会
・
2

12
 
材
木
町
/
文
五
郎
町
会
・
4

27
 
金
石
西
地
区
(
2
)
/
金
石
今
町
町
会
・
3

/
陸
味
会
町
会
.
8

13
 
中
央
通
町
/
下
伝
馬
町
会
・
3

28
 
金
石
西
地
区
(
3
)
/
下
本
町
町
内
会
・
3

/
上
寺
町
町
会
・
5

14
 
長
土
塀
2
、
3
丁
目

29
 
金
石
西
地
区
(
4
)
/
金
石
味
噌
屋
町
町
会

5
 

/
上
浜
町
町
内
会
・
2

15
 
堀
川
町
/
荒
町
三
丁
目
町
会
2
 
30
 
金
石
西
地
区
(
5
)
/
浜
町
町
内
会
・
2

/
中
堀
川
町
町
会
.
4

/
下
新
浜
町
町
会
・
5

/
上
測
上
町
町
会
・
3

実
績

該
当
す
る
特
別
対
策
区
域
/
実
施
済
町
会
名
・
設
置
消
火
器
本
数

金
額
(
千
円
) 15
，6
83
 

決
算

件
数

3，
29
9 
t
 

当
初
予
算
、
実
績
件
数
、
実
績
金
額

当
初
予
算

金
額
(
千
円
) 25
，0
00
 

②
 
補
助
事
業
の
必
要
性
及
び
補
助
金
額
の
妥
当
性

補
助
事
業
の
必
要
性
の
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
補
助
単
価
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、
事
業

94
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-
可
燃
ご
み
の
削
減
、
再
利
用
と
し
て
、
回
収
し
た
家
庭
系
の
古
紙
量
を
基
に
、
補
助
額
を
計
算
し
て
い
る
。

年
度
|
目
標
値
(
古
紙
量
(
年
間
)
・
ト
ン
)
I
実
績
値
(
古
紙
量
(
年
間
)
ト
ン
)
I
 

令
和
2
年
度

4.
60
7
I
 

3.
29
9 

実
績
報
告
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
収
支
報
告
書
を
確
認
し
、
担
当
課
に
補
助
単
価
の
協
議
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

事
業
の
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

減 8 4 N 羽 E q N

32
 
地
域
の
交
流
拠
点
地
区
形
成
事
業

(
1
)
概
要

①
 
事
業
の
目
的

当
該
事
業
の
目
的
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
、
活
性
化
の
た
め
に
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
交
流
拠
点
の
形
成
で
あ
る
。

短
期
的
に
は
、
モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
住
宅
や
生
活
に
必
要
な
施
設
の
立
地
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目

標
と
し
、
中
期
的
に
は
モ
デ
ル
地
区
で
地
域
交
流
拠
点
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
長
期
的
に
は
、
田
園
・

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
地
域
交
流
拠
点
が
数
地
区
で
形
成
さ
れ
、
地
域
交
流
拠
点
を
中
心
に
住
民
主
体
の
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
3
)
監
査
結
果

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

財
務
事
務
は
、
適
正
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
意
見
は
な
い
。

闘争 う省

②
 
事
業
概
要

事
業
が
想
定
す
る
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
目
標
・
将
来
像

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

|
田
園
・
中
山
間
地
域
の
住
民

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
将
来
像
|
地
域
交
流
拠
点
を
形
成
し
、
地
域
活
力
の
維
持
や
集
落
の
再
生
を
図
る

こ
と

②
 
補
助
事
業
の
必
要
性
及
び
補
助
金
額
の
妥
当
性

補
助
金
の
交
付
先
で
あ
る
、
(
一
社
)
金
沢
市
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
は
、
金
沢
市
内
に
あ
る
12
社
の
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
を
会
員
と
し
た
組
織
で
あ
り
、
令
和
2
年
度
中
に
法
人
格
を
も
っ
た
組
織
に
改
編
し
、
事
業
実
施
の

透
明
性
が
強
化
さ
れ
て
い
た
。
提
出
さ
れ
た
収
支
報
告
書
か
ら
、
古
紙
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
係
る
経
費
が
近
年

増
大
し
、
古
紙
の
集
団
回
収
維
持
の
た
め
に
は
、
古
紙
回
収
業
者
の
事
業
継
続
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

助
成
で
あ
る
こ
と
、
補
助
金
額
に
関
し
て
も
、
毎
年
度
必
要
額
を
協
議
会
と
す
り
合
わ
せ
を
行
っ
て
決
定
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

当
該
事
業
の
目
的
の
基
と
な
る
「
地
域
循
環
型
の
安
定
し
た
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
」
を
維
持
す
る
た
め
に
、
長

期
的
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の
規
模
的
観
点
か
ら
事
業
の
必
要
金
額
を
予
測
す
る

こ
と
が
毎
年
度
の
予
算
策
定
に
有
益
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

卦 期bラ
当
該
事
業
は
、
田
園
・
中
山
間
地
域
か
ら
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
地
区
内
に
お
い
て
、
都

市
計
画
法
第

34
条
第

10
号
~

12
号
の
ど
の
項
目
を
適
用
さ
せ
て
住
宅
や
生
活
に
必
要
な
施
設
の
立
地
を
可
能
と

す
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
委
託
事
業
で
あ
る
。

調
査
、
検
討
の
結
果
、
湯
涌
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
選
定
し
、
都
市
計
画
法
34
条
10
号
の
地
区
計
画
を
適
用
さ

せ
て
住
宅
や
生
活
に
必
要
な
施
設
を
立
地
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
整
え
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
3
年
度
は
、
モ
デ
ル
地
区
に
お
い
て
、
地
域
住
民
主
体
で
の
地
区
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
。

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

当
該
事
業
は
、
計
画
上
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
栄
養
を
与
え
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
~
(
環
境
分

野
)
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
担
当
は
、
環
境
局
ご
み
減
量
推
進
課
で
あ
る
。

古
紙
の
集
団
回
収
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
関
わ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
関
わ
る
子
供
た

ち
の
環
境
教
育
の
場
を
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ご
み
の
資
源
化
の
推
進
を
行
う
た
め
、
「
金
沢
市
古
紙
集
団
回
収

推
進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
定
め
、
そ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

年
度

内
容

-
地
域
交
流
拠
点
候
補
地
の
要
件
整
理

令
和
2
年
度

-
地
域
交
流
拠
点
に
求
め
ら
れ
る
機
能
の
整
理

-
地
域
交
流
拠
点
の
実
現
に
向
け
た
制
度
の
整
理

-
地
区
計
画
都
市
計
画
決
定
ま
で
の
課
題
整
理

令
和
3
年
度

-
規
則
、
要
綱
等
の
改
正
準
備

-
モ
デ
ル
地
区
で
の
住
民
と
の
意
見
交
換

令
和
4
年
度
以
降

地
域
住
民
主
体
に
よ
る
地
区
計
画
の
策
定
を
支
援

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ご
み
減
量
推
進
課
は
、
以
下
の
と
お
り
事
業
の
成
果
指
標
と
成
果
及
び
事
業
が
抱
え
る
課
題
を
認
識
し
て
い
る
。

成
果
指
標
と
成
果
|
集
団
回
収
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
た
古
紙
が
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
地
域
循
環
型
の
古
紙

集
団
回
収
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

古
紙
市
況
価
格
の
低
迷
が
継
続
す
る
中
、
古
紙
回
収
業
者
に
よ
る
安
定
的
な
古
紙
回
収
の

確
保

課
題

9
6
 

実
施
上
の
課
題
が
明
確
で
あ
り
事
業
の
評
価
指
標
も
設
定
し
て
い
る
こ
と
、
上
記
①
②
の
結
果
を
考
慮
し
て
、
具

体
的
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

参
考
に
ご
み
減
量
推
進
課
の
事
業
の
評
価
指
標
を
示
す
。 9
5
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調
査
、
検
証
の
結
果
、
湯
涌
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
選
定
し
、
都
市
計
画
法
34
条
10
号
の
地
区
計
画
を
適
用
さ

せ
て
住
宅
や
生
活
に
必
要
な
施
設
を
立
地
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
整
え
る
こ
と
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
短
期
的

に
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
た
と
判
断
し
た
。

当
初
予
算
、
実
績
件
数
、
実
繍
金
額

l
 
当
初
予
算

金
額
(
千
円
) 3
，0
00
 

③
 

決
算

金
額
(
千
円
)

2，
91
5 

件
数

減 8 4 N 羽 E q N 闘争 う省 卦

項
目

結
果

-
農
振
農
用
地
を
含
め
な
い

-
安
全
性
が
高
い

地
域
交
流
拠
点
候
補
地
の

一
定
の
人
口
の
集
積
が
あ
る

要
件
整
理

交
流
を
促
進
す
る
機
能
が
あ
る

市
街
化
区
域
に
隣
接
し
て
い
な
い

-
居
住
(
戸
建
て
住
宅
)

地
域
交
流
拠
点
に

-
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の

求
め
ら
れ
る
機
能
の
整
理

-
交
流
を
促
進
す
る
も
の

-
地
域
特
性
を
活
か
す
施
設

地
域
交
流
拠
点
の
実
現
に
向
け
た

都
市
計
画
法

34
条

10
号
~

12
号
の
う
ち

制
度
の
整
理

10
号
の
地
区
計
画
を
採
用

参
考
に
令
和
2
年
度
実
績
に
対
す
る
都
市
計
画
課
の
事
業
の
評
価
を
示
す
。

l
件

(2
)
監
査
手
続

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

財
務
事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
検
証
す
る
た
め
、
歳
出
予
算
差
引
簿
、
支
出
負
担
行
為
伺
書
、
委
託
契
約

書
、
業
務
結
果
報
告
書
等
を
閲
覧
し
た
。

令
和
2
年
度

事
業
は
令
和
2
年
度
開
始
し
た
。

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

事
業
の
効
果
性
・
効
率
性
に
つ
い
て
、
関
連
資
料
の
閲
覧
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ
り
検
証
し
た
。

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

事
業
の
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

(
3
)
監
査
結
果

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

財
務
事
務
は
、
適
正
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
意
見
は
な
い
。

ー l u c - -
bラ 期

33
 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

(
 1
 )
概
要

①
 
事
業
の
目
的

当
該
事
業
の
目
的
は
、
各
校
下
(
地
区
)
に
お
け
る
町
会
加
入
促
進
や
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
と
充
実
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

②
 
事
業
の
概
要

事
業
が
想
定
す
る
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
目
標
-
将
来
像

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

1
1， 
3必
町
会
と
62
校
下
(
地
区
)
町
会
連
合
会

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像
|
地
域
活
動
の
活
性
化

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
が
途
中
段
階
に
あ
り
、
現
時
点
で
、
は
特
記
す
べ
き
事
項
は
な
か
っ
た
。

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

当
該
事
業
は
、
計
画
上
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
栄
養
を
与
え
る

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援

~
(
ま
ち
づ
く
り

分
野
)
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
担
当
は
、
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
で
あ
る
。

地
域
交
流
拠
点
を
形
成
し
、
地
域
活
力
の
維
持
や
集
落
の
再
生
を
図
り
、
最
終
的
に
は
田
園
・
中
山
間
地
域
の
地

域
住
民
主
体
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
た
め
に
、
田
園
・
中
山
間
地
域
か
ら
モ
デ
ル
地
区
を
選

定
す
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
地
区
内
に
お
い
て
、
都
市
計
画
法
第

34
条
第

10
号
~
1
2
号
の
ど
の
項
目
を
適
用
さ
せ

て
住
宅
や
生
活
に
必
要
な
施
設
の
立
地
を
可
能
と
す
る
べ
き
か
、
適
用
法
令
を
検
証
し
た
。

当
該
事
業
は
、
「
金
沢
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
、
町
会
加
入
促
進
や
活

性
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
校
下
町
会
連
合
会
等
の
地
域
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で

あ
る
。

9
8
 

都
市
計
画
課
は
、
以
下
の
と
お
り
事
業
の
成
果
指
標
と
成
果
及
び
事
業
が
抱
え
る
課
題
を
認
識
し
て
い
る
。

成
果
指
標
と
成
果
|
令
和
2
年
度
は
、
モ
デ
ル
地
区
が
選
定
さ
れ
、
都
市
計
画
法
34
条
10
号
の
地
区
計
画
の

策
定
に
取
組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。

本
事
業
は
、
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
開
発
事
業
や
移
住
そ
の
も
の
は
、
地
域
住
民

や
移
住
希
望
者
の
意
思
に
よ
る
た
め
、
本
来
の
目
的
に
直
接
作
用
し
な
い
こ
と

97
 

課
題
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い
て
確
認
し
、
効
果
や
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

事
業
の
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
具
体
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

減 8 4 N 羽 E q N

(3
)
監
査
結
果

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

補
助
交
付
手
続
き
に
つ
い
て
、
補
助
事
業
実
績
報
告
書
及
び
添
付
資
料
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
プ
ラ
ン
策
定
事
業
に
お
い
て
、
補
助
団
体
が
支
出
し
て
い
る
経
費
内
容
の
資
料
の
う
ち
、
委
託
料
に
関
し
て
は

振
込
依
頼
書
や
領
収
書
が
添
付
さ
れ
て
い
た
が
、
委
託
契
約
書
等
の
添
付
が
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。

大
学
へ
の
委
託
費
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
料
等
、
補
助
金
額
の
根
拠
と
な
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
委
託
契
約
書
等
を

確
認
し
、
契
約
や
支
出
内
容
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
補
助
の
適
正
性
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
公
正
性
の

裏
付
け
と
し
て
の
当
該
確
認
資
料
は
控
え
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
。

上
限
75
0
千
円

上
限
50
0
千
円

l
校
下
に
つ
き
l
回

3
年
間

3
/
4
 

闘争 う省 卦 期bラ

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

こ
の
補
助
金
は
選
考
に
よ
り
補
助
事
業
を
決
め
て
お
り
、
補
助
先
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
推
進
計
画
に
お
け
る
重
点
分
野
(
福
祉
、
環
境
、
教
育
、
安
全
・
安
心
、
ま
ち
づ
く
り
)
と
の
関
係
性
を
踏
ま

え
以
下
の
点
(
各
項
目
10
点
満
点
で
採
点
)
か
ら
審
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。

1.
公
益
性
(
多
く
の
町
会
員
や
今
後
、
町
会
員
と
な
る
人
が
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
)

2.
実
現
性
(
実
施
可
能
で
あ
る
こ
と
)

3.
創
造
性
(
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
独
創
的
な
新
し
い
取
組
で
あ
る
こ
と
)

4
.
発
展
性
(
持
続
的
か
つ
今
後
の
展
開
が
期
待
で
き
る
こ
と
)

5
.
効
果
性
(
事
業
効
果
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
)

今
後
に
お
い
て
は
、
事
前
審
査
だ
け
で
は
な
く
、
事
後
に
よ
る
事
業
効
果
性
の
評
価
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
4
月
に
事
業
募
集
、
5
月
に
選
考
委
員
会
議
、
8
月
に
二
次
募
集
、
9
月
に
選
考
委
員
会
議

の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

当
初
予
算
、
実
績
件
数
、
実
績
金
額

当
初
予
算

決
算

金
額
(
千
円
)

件
数
(
件
な
ど
)

金
額
(
千
円
)

平
成
30
年
度

19
，4
00
 

20
 

5，
39
6 

令
和
元
年
度

24
，0
00
 

21
 

4，
57
7 

令
和
2
年
度

24
，0
00
 

9
 

2，
85
1 

③
 

ー l 日 - ーー

③
 
計
画
の
明
確
性
・
実
現
可
能
性

当
該
事
業
は
、
計
画
上
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
栄
養
を
与
え
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
JJ
(
土
壌
分
野
)

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
担
当
は
、
市
民
局
市
民
主
初
動
推
進
課
で
あ
る
。

地
域
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
、
金
沢
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
定
め
、
そ
の
ル

ー
ル
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

市
民
協
働
推
進
課
は
、
以
下
の
と
お
り
事
業
の
成
果
指
標
と
成
果
及
び
事
業
が
抱
え
る
課
題
を
認
識
し
て
い
る
。

成
果
指
標
と
成
果
|
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
プ
ラ
ン
策
定
数
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
数

を
明
示
し
評
価
す
る
。

課
題

|
助
成
制
度
の
利
用
促
進
(
コ
ロ
ナ
禍
で
町
会
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
む
町
会
等
の
減
少
)

活
性
化
プ
ラ
ン
の
策
定
数
及
び
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
目
標
を
達
成
で
き
て
い
な
い
た
め
、
さ
ら
な

る
利
用
促
進
に
向
け
た
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

(2
)
監
査
手
続

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

補
助
金
が
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
手
続
書
類
の
確
認
を
行
っ
た
。
確
認
し
た
書
類
は
、
金
沢
市

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
、
概
算
払
精
算
調
書
、
決
裁
伺
書
、
契
約
執
行
伺
書
、
補
助
金

確
定
通
知
書
、
補
助
事
業
実
績
報
告
書
、
支
出
負
担
行
為
伺
書
、
補
助
金
交
付
申
請
書
、
補
助
事
業
変
更
承
認
申
請

書
、
補
助
事
業
変
更
承
認
通
知
書
で
あ
る
。
補
助
金
実
施
報
告
書
に
対
す
る
審
査
方
法
及
び
経
費
の
配
分
内
容
を
確

認
し
た
。

事
業
は
平
成
30
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

1
0
0
 

②
 
事
業
の
効
果
性
・
効
率
性

事
業
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
補
助
金
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
補
助
先
の
団
体
へ
の
関
与
や

実
績
報
告
の
内
容
を
精
査
し
た
。
具
体
的
に
は
、
補
助
対
象
先
か
ら
の
報
告
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ

99
 

事
業
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
.
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
プ
ラ
ン
策
定
事
業
補
助

地
域
の
課
題
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
将
来
像
等
を
記
載
し
た
プ
ラ
ン
の
策
定
を
支
援

[対
象
]
校
下
(
地
区
)
町
会
連
合
会

[補
助
率
・
期
間
・
補
助
金
1
3
/
4
 

2.
特
別
事
業
補
助

プ
ラ
ン
策
定
後
の
町
会
等
が
実
施
す
る
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
活
性
化
事
業
を
支
援

[対
象
]
プ
ラ
ン
策
定
後
の
校
下
(
地
区
)
町
会
連
合
会
、
校
下
(
地
区
)
町
会
連
合
会
が
推
薦
す
る
町
会
・

地
域
団
体

[補
助
率
・
期
間
・
補
助
金
]

3
.
一
般
事
業
補
助

町
会
へ
の
加
入
促
進
や
住
民
交
流
等
の
活
性
化
事
業
に
対
し
支
援

[対
象
]
校
下
(
地
区
)
町
会
連
合
会
、
校
下
(
地
区
)
町
会
連
合
会
が
推
薦
す
る
町
会

[補
助
率
・
期
間
・
補
助
金
1
3
/
4
 
3
年
間
上
限
30
0
千
円
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[内
容

]
運
行
経
費
の
赤
字
部
分
に
対
し
支
援
(
世
帯
数
に
応
じ
、

6
0
~
9
0
%
)

[予
算
積
算
根
拠
]
補
助
対
象
団
体
に
確
認
し
た
内
容
で
積
算
・
要
求

3.
利
用
拡
大
支
援

[内
容
]
利
用
拡
大
に
向
け
た
ル
ー
ト
変
更
の
試
験
運
行
に
対
し
支
援

[予
算
積
算
根
拠
]
地
区
当
た
り
定
額
で
要
求

合
計

25
校
下
(
地
区
)

3
校
下
(
地
区
)

減 8 4 N 羽 E q N 闘争 う省

対
象
案
件
と
選
定
条
件

l
.
導
入
検
討
支
援

[対
象
案
件
]
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
地
区
、
本
事
業
に
関
心
の
あ
る
地
区
等

[選
定
条
件
]
本
市
か
ら
の
提
案
、
地
域
か
ら
の
相
談
等
に
よ
り
総
合
的
に
判
断

2.
運
行
費
支
援

[補
助
対
象
]
校
下
町
会
連
合
会
そ
の
他
の
地
域
団
体

[補
助
条
件
]

地
域
:
山
間
部
や
郊
外
部
そ
の
他
の
交
通
不
便
地
域

内
容
.
生
活
安
通
を
確
保
す
る
た
め
に
公
共
交
通
を
補
完
す
る
突
通
手
段
と
し
て
パ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る

経
費
に
対
し
補
助

3.
利
用
拡
大
支
援

[補
助
対
象
]
地
域
運
営
交
通
運
営
主
体

[補
助
条
件
]
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
変
更
し
た
ル
ー
ト
で
の
試
験
運
行
の
経
費
に
対
し
補
助

平
成
30
年
度
令
和
元
年
度
令
和
2
年
度
令
和
3
年
度
令
和
4
年
度
合
計

目
標
330
 0
 

30
 

30
 

30
 

30
 
15
0
町
会
等

60
 

60
 

60
 

60
 
延
べ
27
0
事
業

11
9
 
9
 

14
 

5
 

38
町
会
等

実
績

20
 

8
 

延
べ
47
事
業

34
 
地
域
運
営
交
通
支
援
事
業

(
 1
 )
概
要

①
 
事
業
の
目
的

当
該
事
業
の
目
的
は
、
山
間
部
や
郊
外
部
そ
の
他
の
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る
買
物
や
通
院
等
の
生
活
交
通
の
確

保
を
図
る
た
め
、
当
該
地
域
の
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
公
共
交
通
を
補
完
す
る
交
通
手
段
の
導
入
・
運
営

を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

卦

ー l 日 N | |
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
4
月
に
補
助
事
業
者
が
地
域
交
通
計
画
を
策
定
、
補
助
金
交
付
申
請
し
、
市
が
補
助
金
交
付

決
定
し
、
事
業
が
実
施
さ
れ
る
。
5
月
に
補
助
事
業
者
が
補
助
金
請
求
、
6
月
に
市
か
ら
補
助
金
交
付
(
概
算
払
・

一
括
)
、
6
月
か
ら
8
月
に
前
年
度
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
翌
年
3
月
に
補
助
事
業
者
が
補
助
金
実
績
報
告
し
、

市
が
補
助
金
精
算
・
確
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

bラ
②
 
事
業
概
要

事
業
が
想
定
す
る
対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
目
標
・
将
来
像

期

当
初
予
算

決
算

金
額
(
千
円
)

件
数

金
額
(
千
円
)

平
成
28
年
度

2.
10
0 

2
 

2.
00
0 

平
成
29
年
度

2.
50
0 

2
 

2.
16
0 

平
成
30
年
度

2.
50
0 

2
 

1.
9
10
 

令
手
口
元
年
度

4.
10
0 

5
 

3.
22
7 

令
和
2
年
度

5.
85
0 

4
 

3.
83
0 

過
去
5
年
間
の
当
初
予
算
、
実
績
件
数
、
実
績
金
額

③
 

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

山
間
部
や
郊
外
部
そ
の
他
の
交
通
不
便
地
域
と
考
え
ら
れ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

対
象
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
標
・
将
来
像
地
域
の
生
活
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
検
討
・実

施
す
る
本
制
度
が
広
く
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
出
機
会
の
減
少
等

に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
地
域

活
動
の
活
発
化
を
図
る
こ
と

(2
)
監
査
手
続

①
 
財
務
事
務
の
適
正
性

財
務
事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
検
証
す
る
た
め
、
歳
出
予
算
差
引
簿
、
支
出
負
担
行
為
伺
書
、
補
助
金
交

付
申
請
書
、
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
、
補
助
事
業
実
績
報
告
書
等
を
閲
覧
し
た
。

10
2 

当
該
事
業
は
、
山
間
部
や
郊
外
部
そ
の
他
の
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る
地
域
の
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る

公
共
交
通
を
補
完
す
る
交
通
手
段
の
導
入
・
運
営
を
支
援
す
る
。

事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

l
.
導
入
検
討
支
援

[内
容
]
制
度
説
明
、
先
行
地
区
と
の
意
見
交
換
、
運
行
計
画
作
成
支
援
、
試
験
運
行
等

[予
算
積
算
根
拠
]
地
区
当
た
り
定
額
で
要
求

2
.
運
行
費
支
援

10
1 
























